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- - ha

１ha以上の土地を購入している場合、市町村に国土利用計画法の届出をしているか。
１ha未満の土地を購入している場合、市町村に森林の土地所有者届出をしているか。 □

6

8
土地を売ろうとする所有者は、水源地域内の土地取引を行う場合、契約締結予定日の６
週間前までに、県に届出しているか。

7

9

許
可
・
協
議
等

7-7

その他、法令等による許可等が必要ないか。（　　　　        　　　　　　）
また、必要な手続きを行っているか。 □7-8

7-1
森林法（保安林等）による許可は必要ないか。
また、必要な手続きを県に行っているか。 □

□

文化財保護法(史跡名勝天然記念物に係る指定地等)による許可は必要ないか。
また、必要な手続きを市町村に行っているか。 □

7-4
地すべり等防止法（地すべり防止区域内）による許可は必要ないか。
また、必要な手続きを県に行っているか。 □

7-5
急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律（急傾斜地崩壊危険区域）による許可は
必要ないか。
また、必要な手続きを県に行っているか。

□

7-6
都市計画法（風致地区）による許可は必要ないか。
また、必要な手続きを市町村に行っているか。 □

砂防法（砂防指定地）による許可は必要ないか。
また、必要な手続きを県に行っているか。

自然公園法（国立公園、国定公園、県立公園）による許可等は必要ないか。
また、必要な手続きを県に行っているか。 □

7-3

伐採・搬出・再造林チェックシート（事前　伐採中　事後）

記 入 者

伐 採 地 林 小 班 面 積

日月年記 入 日

立会確認の確認書、写真等を保管しているか。 □

境
界
確
認

項目 №

2

4
境界はテープやペンキで明確しているか。
また、地籍杭等を保全しているか。 □

伐採する90～30日前までに、市町村へ伐採及び伐採後の造林の届出書を提出している
か。
森林経営計画に基づく伐採は、事後の届出を提出したか（する予定である）。

□

1

3 境界確認にあっては、所有者及び隣接者と現地立会を行ったか。 □

□

伐 採 開 始 伐 採 終 期

5

伐採する箇所に至るまでの搬出路を、作設場所においても同様に確認したか。 □

チェック

□伐採する箇所の位置、所有者、境界を関係書類等で確認したか。

チェック内容

更 新 方 法 人工造林　　ぼう芽更新　　天然下種更新　　森林外用途

森林法（保安林等）や砂防法（砂防指定地）など許可等の手続きが必要な箇所でない
か。また、必要な場合、手続きをしているか。

7-2

6-1
森林所有者に対して、再造林の必要性をわかりやすく説明するなど、伐採する森林の状
況に応じた適切な更新について、働きかけを行ったか。 □

月 日年 月 日 年
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伐採・搬出・再造林チェックシート（事前　伐採中　事後）

※　該当しないチェック項目は斜線で削除する。事後評価では適正に対応できたかチェックする。

災
害
・
環
境
対
策

労
働
安
全
対
策

26 安全の確保を全てに優先させ、労働安全衛生関連法令に基づく措置を講じているか。 □

27
災害発生時において、作業員及び第三者等の人命の安全確保を全てに優先させている
か。 □

□28

喫煙、たき火等の場所を指定し、指定場所以外での火気の使用は禁止しているか。 □

30
ガソリン等の可燃物の周辺には火気の使用を禁止する旨の表示をしているか。又、周辺
の整理を行っているか。 □

22

17

林地崩壊を招かないよう、搬出路は切土や盛土を極力抑え、適正な排水施設を計画・施
工されているか。 □

15
伐採する箇所の地形・地質などを踏まえ、労働生産性や安全性を考慮した作業システム
に対応した搬出路を検討しているか。

そ
の

他

12
合法的に伐採が行われていることを示す伐採届旗等を見えやすい場所に掲揚している
か。 □

21

24

地元関係者から作業の実施に関して苦情があった場合は、誠意を持ってその解決に当
たっているか。 □

25
気象情報などに注意を払い、豪雨、地震、その他天災に対しての防災体制を確立してい
るか。 □

18

再
造
林

対
策

31 植栽箇所に、植栽間隔に応じて枝条・残材等が整理されているか。 □

許
可
・
協
議
等

32

伐採する箇所が人家や道路、河川等に近い場合、枝条・残材などの未利用材を可能な範
囲で持ち出す計画・施工が行われているか。 □

搬出路の作設を降雨等により地盤が緩んだ日を避けて行っているか。 □

降雨時に取付道等へ土砂や泥水等の流出がないよう対策を講じているか。
また、搬出路（既設道路含む）が損傷しないよう降雨等を避けて搬出を行っているか。 □

台風等大雨時において、現場点検を行っているか。
また、点検等で土砂等の流出を発見した場合の撤去等の作業体制は整っているか。 □

29

作業機械の点検を常時行っているか。

項目 № チェック内容 チェック

13
伐採する箇所に、希少動植物が生息していないか。
また、生息している場合、県の許可を受けて捕獲等を行っているか。 □

14
搬出に伴う掘削や伐採する箇所に埋蔵文化財はないか。
また、発見した場合、市町村に届けているか。 □

11
伐採する箇所、土場に通じる道路入り口及び伐採地下方等に、作業標識を設置している
か。また、連絡先を表示しているか。 □

23
枝条・残材などの未利用材は、１箇所に集積したり谷に落とし込んだりせず、分散配置
や杭止めなど適正に処理、計画がなされているか。 □

19

10
伐採する箇所と接続する道路や搬出に使用する道路（以下「搬出路」という。）、近接
する人家や河川、下方に人家や各施設などの保全対象がある場合、家の所有者や道路管
理者等と必要な協議を行っているか。

□

急傾斜地など崩壊や土砂流出の可能性の高い箇所では、搬出路の開設を避け、災害等が
発生しないよう最大限の注意を払っているか。 □

16
伐採する箇所が人家や道路、河川等に近い場合、保護樹帯を設けるなど土砂流出等の被
害が発生しないよう最大限の注意を払っているか。 □

20
森林作業道は「森林作業道作設指針」、集材路及び土場は「主伐時における伐採・搬出
指針」に基づき、作設されているか。 □

□


